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おだわら市民交流センタ－UMECO 

副センター長 椎野 典子 
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 今まで体験したことのない新型コロナウィルス感染症が世界中を駆

け巡り、多くの死者が出ました。緊急事態宣言が発令され長期間にわた

り外出自粛状態でした。 

 人間は言葉と移動・接触をすることで人として共鳴し合い信頼が生

まれてきます。しかし外出自粛期間に接触や移動が禁じられ信頼関係

が喪失されつつあります。人間の心と体に大きなダメージを与え、経済

状態も疲弊し世界中が大打撃を受けました。 

私たちがこれから生きていく時代には多くの今まで体験したこ

とが無いような課題が山積しています。小田原市の自治基本条例に

「市民力」と「協働」が明確に謳われています。 

要は市民自身が自分たちの街をどうしたいのか、自分たちの事は

自分たちで考え決定していくということです。 

ＵＭＥＣＯでは地域活動団体と市民活動団体をつなぎ、 

地域の課題解決に取り組んでいます。 

令和元年に続き、中間支援組織としてＵＭＥＣＯでは行政や地

域のまちづくり委員会との情報交換を行い、市民活動登録団体が

地域の課題解決を支援するマッチング事業を実施しています。 

両者の交流を通してお互いの活動内容を理解し、今後の発展的

な活動につなげるために市民活動登録団体名簿 

「hello !ＵＭＥＣＯ」を作成いたしました。 

今後、地域活動団体と市民活動団体のネットワーク事業は、皆

様に愛されるよう「地域とのネットワーク」と呼ばせていただき

ます。 

皆様に活用していただけるよう工夫いたしましたので「地域

力」と「市民力」を結集し、住みよい明るい小田原を創りたいと

思います。ご協力よろしくお願いいたします。 


